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翻訳メモリの作成ガイド 

 

本ガイドでは、Trados Studio（以降、Trados とよびます）で過去の対訳データを翻訳

メモリへインポートする方法を２つご紹介します。初めて Trados を使用するため翻訳

メモリを持っていない方、新たに翻訳メモリを作成したい方のご参考になれば幸いです。 
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１．概要  

翻訳メモリ（よく TM と呼ばれます）は、「.sdltm」という拡張子で保存されるファイルで、

過去の翻訳データが分節単位で登録されているデータベースです。原文と翻訳メモリのデ

ータを照らし合わせ、類似/同一の文を流用することが可能です。 

 

 

Trados を初めて使う場合、翻訳メモリはゼロの状態からスタートします。 

翻訳メモリの作成には大きく２つの考え方があります。 

①翻訳済みの対訳データを翻訳メモリにインポートする 

②翻訳をしながら徐々に蓄積させる 

 

このガイドでは①の対訳データを翻訳メモリにインポートする方法を２つご紹介します。

使用頻度の高い文書、使いまわしの期待できる文書、繰り返しの多い文書、テンプレートや

ひな形の文書は最初に翻訳メモリにデータをインポートすることで、すぐに Trados 上で流

用することが期待できます。（流用をあまり期待できない文書は、最初に時間をかけてイン

ポートをする優先度は低いです） 

 

翻訳メモリは「.sdltm」という拡張子のファイルをコピーし共有することで、他の Trados

ユーザや別の PC 上でも使用が可能です。また Trados Live というクラウド環境にアップロ

ードしオンラインで使用することも可能です。 
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また、Trados 上で翻訳をすればするほど翻訳メモリのデータは増えていきます。 

長い目で、翻訳メモリは大切な翻訳資産となり、翻訳者の大きな武器となっていきます。 

 

 

２．整合 

過去の翻訳データから翻訳メモリの作成を行なうには主に 2 つの方法があります。1 つ目

は「整合」という方法です。すでに翻訳が完了している、過去の原文ファイルと訳文ファイ

ルのペアがあり、その対訳ペアから翻訳メモリを作成します。もう 1 つの方法については

３章で説明します。 

本例では、ワードの原文ファイル「原文.docx」と訳文ファイル「訳文.docx」のペアを整合

し翻訳メモリへインポートする方法をご紹介します。 

※整合は時間がかかる場合もあり、優先度の高い文書から行うことをお勧めします 

 

２－１．整合プロジェクトの開始 

「ようこそ」ビューの上部リボンから「文書の整合」の「単一ファイル ペアの整合」を選

択します。複数のファイルペアを整合する場合は「複数のファイルの整合」を、既存の整合

プロジェクト（.sdlalign ファイル）を開く場合は「整合を開く」を選択します。 

 
 

 

次に、整合した対訳データをインポートする先の翻訳メモリを作成します。新規で翻訳メモ

リを作成したい場合は、「作成」>「新しいファイル共有タイプの翻訳メモリ」を選択しま

す。既存の翻訳メモリに整合内容を追加する場合は、「追加」>「ファイル共有タイプの翻

訳メモリ」を選択し既存の翻訳メモリを選択します。 
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新規で作成をする場合は、翻訳メモリの名前、保存場所、原文言語、訳文言語を入力し「完

了」を選択します。 

※日本語、韓国語、中国語のいずれかを原文または訳文に選択する場合には、 

「文字単位の言語による訳語検索を有効にする」にチェックを入れてください。 

 
フィールドと言語リソースは、初めは設定しなくても問題はありません。慣れたらご活用い

ただきたい中級の機能になります。 
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これで「整合用翻訳メモリ」という名前の空の翻訳メモリが作成されました。 

整合した対訳データはこの空の翻訳メモリへインポートされます。 

 

次に整合する原文ファイルと訳文ファイルをそれぞれ選択します。 

選択したら「次へ」をクリックし言語を確認の上、「完了」をクリックします。 

 
 

整合ビューに自動で遷移し、整合画面が開かれます。 

Trados が自動で 1 分節ずつ区切り、原文と訳文のペアの候補を提示します。（Trados は文

の意味は理解していませんが、文の長さをみたり、同じタグや数値が原文と訳文どちらにも

入っている場合は正しいペアの可能性が高い、といった形式から判断しています） 

真ん中の列にペアの繋がりを線で示しています。 

 

【点線】Trados が自動で判断したペア（該当分節にマウスオーバーするとスコアも出ます） 

・緑：信頼度が高い 

・黄：信頼度が普通 

・赤：信頼度が低い 

 

【実線】手で修正を加えたペア（緑になります） 

 

※信頼度は機械的に判断する基準のため、黄や赤でも必ずしも整合結果が誤りであるわけ

ではありません 
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自動整合の結果に問題がなければ、「翻訳メモリにインポート」を選択しすぐに整合結果を

翻訳メモリにインポートすることも可能です。（すべて確定してください） 

 
 

途中で作業を中断する際に整合プロジェクトを保存するには、「保存」をクリックします。

整合プロジェクトが.sdlalign という拡張子のファイルで保存されます。（保存が翻訳メモリ

へのインポートではありませんので、ご注意ください） 
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２－２．整合結果を修正する 

自動整合の結果にずれがある場合は手動で修正をする必要があります。 

※日本語の場合は原文と訳文の数が完全に一致しない場合が多く、通常多くの整合プロジ

ェクトでは修正をする必要があります 

 

整合結果を手動で調整するには、主に 3 つの方法があります。 

①元の文書を編集（word ファイルなど） 

大きな段落が訳文にだけある場合、原文と訳文で順番が大きく入れ替わっている場合な

ど、原文と訳文の間に大きな違いがある場合は、元の文書ファイルを調整してから Trados

取り込みなおすほうが早い場合があります。 

②「整合」ビューでの編集 

Trados の「整合」ビューで修正を進めます。 

２－３をご確認下さい。 

③分節規則の編集 

Trados では１分節ごとに区切って処理をします。 

一文ずつ区切る規則を分節規則と呼び、どの記号により区切るかが定義されています。 

例えば、英語ではピリオド、日本語では句点などが定義されています。これを変更するこ

とにより、整合結果が改善される場合があります。２－４をご確認下さい。 

 

２－３．「整合」ビューでの編集 

２－１の手順で整合画面を開いた後、ここで修正を行っていきます。 

 

【1 分節ずつ切断】 

１分節ずつ修正する場合は、該当の分節番号を右クリックして「切断」を選択します（また

は上部リボンの切断をクリック）。 
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ここで、切断した分節を正しく接続する便利な方法があります。例えば、左の 7 をクリッ

クしたままマウスをドラッグし右の 7 で離すと、この 2 つを正しいペアとして接続するこ

とが可能です。接続というコマンドをクリックするより、マウスドラッグだけでクイックに

接続が可能です。この操作は切断をしていない分節にも、行うことが可能です。 

 
 

修正した正しいペアは緑の実線になります。 

問題個所が少なく、所々修正が必要な程度であればこちらの手法で進めることが可能です。 

 

【部分的に切断】 

次に部分的に切断し修正をする流れです。 

例えば、6 までは Trados が自動で判断したペアが正しく、7 からずれが発生し 10 までを

修正したい場合。まず 7 をクリックし、Shift キーを押したまま 10 をクリックします。そ

うすると 7 から 10 までが一括選択されますので、これを切断します。 
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切断をした部分は、1 つずつマウスをドラッグしながら正しく接続していきます。「2:1」の

ように接続したい場合は、同じくShiftキーを押したまま複数分節を選択しドラッグするか、

接続をクリックします。 

 
 

ある部分の数か所がずれている、怪しい、というような場合はこのように一部を切断し修正

を加えることができます。 

 

【すべて切断】 

リボンの「すべて切断」をクリックすると、すべての分節を切り離すこともできます。上か

ら下まですべてご自身で接続をしたい場合などには、こちらが便利です。 

 
※「すべて切断」を実行すると、途中まで行った正しい接続（実線のペア）も切断されてし

まいます。必ず確認をしてから実行してください。 
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すべて切断後に一部を手で接続し、「再整合」というコマンドを使用すると、修正をした実

線部分以外を再度 Trados が自動で整合（点線）することも可能です。 

 
 

【すべて確定】 

翻訳メモリにインポートされるのはチェック済みの実線ペアのみです（点線ペアはインポ

ートされません）。例えば分量が多くすべてをチェックできないため、多少の誤りがあって

もとりあえずインポートしたいような場合、上部リボンの「すべて確定」をクリックすると

全分節を実線にすることができます。 

 
 

【分節の分割】 

分節を途中で分割をしたい場合は、分割個所にカーソルを合わせ右クリックの「分節の分割」

から実行可能です。（分割したい分節が切断されている必要があります） 

 
 

こちらの例では英語側はコロンで分割されているのに、日本語側は 1 つの分節にまとまっ

ており、分割をしたい例です。 

 
 

分節の分割は、原文と訳文どちらにも行うことができます。 
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【分節の挿入】 

ずれや分節の数を調整するために、新しい分節を挿入することも可能です。 

挿入したい分節を右クリックし、その分節の前か後に挿入をクリックします。 

 
 

9 の後に新しい 10 が挿入されました。空の分節を含め、整合ビューでは自由にテキスト内

容を追記・編集可能です。 

 
 

分節の挿入は、原文と訳文どちら側にも実行可能です。 

 

【翻訳メモリにインポート】 

修正が完了したら、「翻訳メモリにインポート」を選択し、整合結果を翻訳メモリにインポ

ートします。 

 
 

これで整合作業は完了です。 

インポートした翻訳メモリを実際の翻訳に使ってみましょう。 
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２－４．分節規則の編集（中級の機能） 

分節規則は個々の翻訳メモリに対して定義されています。分節規則の初期設定を変更した

い場合は、整合プロジェクトに紐付ける翻訳メモリの分節規則を変更する必要があります。 

尚、分節規則の変更は「翻訳メモリ」ビューでも行なえますが、ここでは新規作成時に変更

する手順を説明します。 

 

分節規則を変更することで、ある特定の条件で分節を自動で区切ることができるようにな

り、整合のずれに対処しやすくなる場合があります。また整合だけではなく、翻訳プロジェ

クトを作成する場合でも、分節規則を変更することで取り込み時の改行ルールを変更でき

ます。 

※分節規則は設定後に原文ファイルを取り込む際に適用されます。作成済みのプロジェク

トの分割規則を変更しても途中では反映されませんので、再度ファイルの取り込みが必要

です 

 

まず、２－１と同様の手順で整合用に新規の翻訳メモリを作成します。 

「ようこそ」ビューで「文書を整合」>「単一ファイル ペアを整合」を選択します。 

 
 

「作成」>「新しいファイル共有タイプの翻訳メモリ」を選択します。 
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翻訳メモリの名前、保存場所、原文言語、訳文言語を入力し「次へ」をクリックして 

上の部分にある「3.言語リソース」に移動します。 

 
 

分節規則を変更する言語の「分節規則」をクリックし編集をします。 

 
 

例えば、英語の分節規則からコロンを削除する場合（初期設定ではコロンがある場合分節を

切断します）、「分節規則」ダイアログの「規則」にある「Colon」を選択し、「削除」ボタン

を選択します。「Colon」が削除されたら、「OK」を選択して「分節規則」ダイアログを閉じ

ます。 
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これで英文にコロンが入っていても区切られない設定となりました。 

また Other terminating punctuation にはピリオドで区切るなどの情報があり、ここを編

集することで特定の記号で分節を区切るようルールを設定することも可能です。 

 

分節規則の設定後、２－１と同様、原文ファイルと訳文ファイルをそれぞれ選択し整合画面

を開くと、変更された分節規則が適用されて整合が開始されます。 
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３．対訳 Excel から翻訳メモリの作成 

既存データから翻訳メモリを作成する 2 つ目の方法は、対訳形式の Excel ファイル 

（以下、対訳 Excel と呼びます）から翻訳メモリを作成する方法です。 

整合とは異なり、原文と訳文が 1 つの Excel ファイル内にまとまっている場合に可能な手

順です。整合よりも簡易なステップで時間をかけずに、翻訳メモリの作成を行なうことが可

能です。対訳 Excel とは、以下のような形式の Excel ファイルです。 

 
 

３－１．事前設定 

Trados に Excel ファイルを取り込む際、Trados は Excel ファイル全体を翻訳対象（原文）

として認識してしまうので、対訳 Excel の場合には原文と訳文を列に分けて認識するよう、

事前に設定を行う必要があります。 

 

Trados の画面左上にある「ファイル」タブから「オプション」>「ファイルの種類」を選択

します。 

 
Trados は 3 種類の Excel ファイルに対応しておりますが、上部 2 つのチェックを外し「バ

イリンガル Excel」のみにチェックを入れます。 

上部 2 つは Excel ファイル全体を翻訳対象（原文）として取り込む選択肢です。この 2 つ

の違いは Excel のバージョンとなります。 

 



                                     

16 

 

さらに、「バイリンガル Excel」>「全般設定」から原文列と訳文列を選択します。 

例えば、Excel 内の A 列に原文が入っている場合、原文列は A を選択します。 

同様に訳文の列も選択します。 

1 行目がタイトル行の場合は、「最初の行は列の見出しにする」にチェックを入れます。 

 
 

「OK」を選択し設定を終了します。これで、事前の設定は完了です。 

 

３－２．対訳 Excel の取り込み 

「ようこそ」ビューの「翻訳対象ファイルをドラッグするか、コンピュータの[参照]実行し

ます」から該当の対訳 Excel ファイルを取り込みます。 
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「1 つの文書として翻訳」をクリックします。 

 
 

原文言語と訳文言語を選択し、対訳データをインポートする翻訳メモリを選びます。新規の

翻訳メモリの場合は「翻訳メモリの作成」、既存メモリにインポートする場合は「使用」を

選択します。 
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新規の場合は翻訳メモリの名前、保存場所、言語を入力し、「完了」をクリックします。 

 
 

既存の翻訳メモリに対訳 Excel の内容を追加したい場合は、「使用」から 

「ファイル共有タイプの翻訳メモリ」を選択し、使用したい翻訳メモリを指定してください。 

 
 

翻訳メモリがプロジェクトに紐づいた状態になりましたので、「OK」をクリックします。対

訳 Excel の内容は、この翻訳メモリにインポートされます。 

 
 

対訳 Excel の内容が「エディタ」ビュー上で開かれます。 
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Excel の内容が原文と訳文にそのまま挿入されます。 

この時点で、整合作業とは異なり Excel のセル区切りがそのまま適用されているので、ペア

の確認は不要です。このまま一括で翻訳メモリへインポートを行ないます。 

 

画面上部のリボン「一括タスク」>「メインの翻訳メモリの更新」を選択します。 

 
 

設定ウィンドウが起動します。「分節のステータス」にある「未翻訳」にチェックを入れて

「完了」をクリックします。これは対訳 Excel ファイルを取り込んだ直後は、ステータスが

全て未翻訳（白紙マーク）になっているためです。 
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ここで「未翻訳」にチェックを入れないと、何もインポートされませんのでご注意ください。

これで翻訳メモリへ Excel 内の対訳を一括で翻訳メモリへインポートが可能です。 

 

作成した翻訳メモリを使用し、実際に翻訳をしてみましょう。 

 

３－３．プロジェクトの終了 

翻訳メモリへのインポートが完了したら、このプロジェクトは不要となりますのでリスト

から削除します。（残しておいても特に問題はございません） 

 

左下の「プロジェクト」ビューをクリックすると、右側にプロジェクトが一覧で表示されま

す。翻訳メモリへのインポート用のプロジェクトを右クリックし、「リストから削除」を選

択します。これで「プロジェクト」ビューから削除されます。 

 


